
『うたたねの夢は牛根の里にさえ都忘れの菊は咲きけり』
関ヶ原の戦いの後、牛根の平野家で２年３カ月の間暮らし
た宇喜多秀家公が詠んだ歌です。小高い山の上から見る桜
島と錦江湾がつくりだす景観を、秀家公も良くご覧になっ
ていたのかもしれません。

◎場　所／宇喜多秀家公潜居跡地展望所
◎撮影者／垂水市企画政策課秘書広報係
◎撮影日／令和３年１月 13 日（水）
◎絶妙景観写真ダウンロードは、
　左記QRコードより
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